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子どもは，近所の人などに進んであいさつができる 
子どもがあいさつできるように働きかけている 

子どもは，課題についていろいろと考えて学習している 
子どもに考える機会をつくるようにしている 

子どもは，自分から進んで行動することができる 
自分でできることは，子どもにやらせるようにしている 

子どもは，思いやりのある言動ができる 
子どもの努力をほめている 

環境にやさしい生活を意識している 

子どもは，毎日楽しく学校に通っている 
子どもは，家でのルールを守っている 

子どもは，家庭で読書の習慣がついている 
子どもは，正しい言葉づかいで話せる 

子どもは，家庭学習の習慣がついている 
担任と保護者の連携ができている 

「早寝・早起き・朝ごはん」に気をつけて生活している 
学校だよりやホームページで学校の様子がわかる 

学校行事やＰＴＡ活動にできるだけ参加するようにしている 
子どもの将来の夢や希望について家族で話している 

平成３０年度 第２回学校アンケート≪保護者版≫ 

よく出来ている 大体出来ている あまり出来ていない 出来ていない 
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自分から 元気よくあいさつをしている 

自分の考えをあかしやモデル（ノートやプリント）に書いている 

自分の考えをすすんで話したり，問題をといたりしている 

自分も友だちも大切にしている 

環境にやさしい行動をしている 

毎日楽しく学校に通っている 

学校や家でのルールを守っている 

学校や家で読書をしている 

正しいことばづかいで話している 

家で宿題などの勉強を毎日している 

「早寝・早起き・朝ごはん」に気をつけて生活している 

自分のしょうらいの夢や希望について家族と話している 

平成３０年度 第２回学校アンケート≪児童版≫  

よくできている だいたいできている あまりできていない できていない 

○保護者版の結果より 
・担任と保護者の連携があまりとれていないとの回答が20％ほどあります。子どもたちを見守り良い方向に導い
ていくためには，学校と保護者，地域との連携が不可欠です。保護者や地域のみなさまから信頼していただき，
同じ思いで子どもたちに関わって頂けるように担任からの連絡や発信を密にするとともに，スクールカウンセラー
や通級教室担任などにも協力を仰ぎ学校全体で支援をしていかなければならないと思っています。また，学校だ
よりやホームページを通して子どもたちの様子を伝えていきます。ホームページについては，学年によって発信
数や頻度に差がありましたが，来年度は，差ができないようにしていきたいです。  
・家庭学習は，習慣づけが出来ている子が増えましたが，読書の習慣については，伸び悩んでいます。家庭で
学習環境を整えたり，親子で活字に触れる機会を作ったりすることも読書量を増やす一因だと思います。学校図
書館も子どもたちにとって親しみが持てる場となるように，そして，情報収集の場としてすぐに活用できるように学
校司書を中心に図書の配架の仕方など，工夫して整備していきます。また，図書ボランティアの方にもご協力い
ただき，パネルシアターなど子どもたちが本好きになるような企画をたくさん取り入れていきたいです。 
 

○児童版の結果より 
・ほとんどの子どもたちは，毎日楽しく学校に通えているようです。しかし，ごく一部の児童は，学校生活
を楽しむことが難しいようです。友だちとの関係に悩んでいたり，学習に不安があったりその思いを担任
や親に話せなかったりしています。また，集団登校で来ることが難しい児童もいます。基本的な生活習慣
の乱れが不登校や遅刻の原因になっていることもあります。「早寝・早起き・朝ごはん」に気をつけて生活
することがあまりできていない児童が２０パーセント近くいるのですが，週末の予定や就寝時間に気を付
けて生活習慣を整えていくことが，元気に通学するうえでとても大切です。  
・「環境にやさしい行動をしている」「自分も友だちも大切にしている」については，第１回目よりも「できて
いる」と答えた児童が増えました。せいかつ科や３年～６年の総合的な学習の時間に身の周りの自然や
生き物の命を大切にすることについて継続的に学習を積み重ねてきた結果だと思います。本年度も環境
大臣賞をはじめとし，京都環境賞や低炭素杯「優秀賞」，学校自慢エコ大賞「優秀賞」，まちかど生き物
観察記「最優秀賞」などたくさんの賞をいただきました。毎年，地域やいろいろな団体の皆様に支えてい
ただきながら，活動を積み重ねてきた結果だと嬉しく思っています。子どもたちが目を輝かせながら課題
に向かって行くような学習活動をこれからも続けていきたいです。また，新指導要領が３２年度から全面
実施となりますが，その内容を受けて，これからは，学習したことを自分の生活や将来に生かす力が必
要となってきます。本校の子どもたちは，「自ら進んで」という部分に弱さが見られます。学校全体で，学
校の強味や弱味について考え，子どもたちにどんな力を付けていくかについてよく話し合い，共通認識し
ていかなければならないと考えています。 

学校アンケートより）平成３１年３月１８日 京都市立朱雀第四小学校  校長 平野 智洋  


